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村
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光

平

今
、
日
本
社
会
は
、
不
況
や
北
朝
鮮
問
題
な
ど
に
目
を
奪
わ
れ
、
は
る
か
に
悲

惨
な

「
日
本
の
破
滅
」
が
現
実
に
迫
り

つ
つ
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
い
っ
た
ん
起
こ
っ
て
し
ま
え
ば
鎮
圧
不
可
能
で
、
何
百
何
千
万
人
に

被
害
を
及
ぼ
し
、
し
か
も
幾
世
代
に
も
及
ぶ
大
災
害
と
な
り
得
る
も
の
、

つ
ま
り

「原
発
大
事
故
」

の
発
生
で
す
。
し
か
し
、
タ
ブ
ー
の
存
在
に
よ
り
、
国
民
は
そ

れ
を
知
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

私
は

一
年
ほ
ど
前
に
、

一
九
七
三
年

に
欧
米
で
大
問
題
と
な

っ
た
製
法
に
よ
る

原
発
が
、
日
本
で
は
十
基
余
り
も
そ
の
ま
ま
運
転
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と

の
情
報
を
得
ま
し
た
。

こ
の
製
法
に
よ
れ
ば
、
原
発
の
核
心
部
分
で
あ
る
圧
力
容
器
に
毛
状
の
亀
裂
が

無
数
に
生
ず
る
と
の
こ
と
で
す
。
何
人
か
の
報
道
関
係
者
が
こ
れ
を
記
事
に
す
る

こ
と
を
試
み
ま
し
た
が
、
取
材
活
動
は
中
断
さ
れ
ま
し
た
。
タ
ブ
ー
の
故
な
の
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
今
年
八
月
八
日
発
売
の

「週
刊
金
曜
日
」
は
遂
に
ス
ク
ー
プ

記
事
と
し
て
こ
れ
を
報
ず
る
に
至
り
ま
し
た
。
政
府
は
徹
底
的
な
解
明
を
行
う
義

務
が
あ
り
ま
す
。

わ
が
国
の
原
子
力
政
策
は
、
次
の
通
り
国
民
の
生
命
の
安
全
を
脅
か
す
も
の
と

な

っ
て
お
り
、
転
換
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
①

マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
8
ク
ラ
ス
の
大
地

震
の
発
生
が
予
測
さ
れ
て
い
る
東
海
地
方
の
ど
真
ん
中
に
四
基
の
浜
岡
原
発
が
存

在
す
る
。
②
最
悪
の
場
合
、
世
界
の
人

口
の
半
分
近
く
の
犠
牲
者
を
生
む
可
能
性

の
あ
る
六
ケ
所
村
の
再
処
理
工
場
で
、
最
近
三
百
ケ
所
余
り
の
不
正
溶
接
が
発
見

さ
れ
た
。
③
六

ケ
所
村
は
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
者
の
小
柴
昌
俊
氏
が
、
そ

の
危
険
性
か
ら

「絶
対
反
対
」
と
の
立
場
を
と
る
、
国
際
熱
核
融
合
装
置
の
誘
致

を
決
め
て
い
る
。

私
は
今
年
八
月
、
以
上
の
趣
旨
を
盛
り
込
ん
だ
書
簡
を
各
方
面
に
発
出
し
た
と

こ
ろ
、
心
強
い
反
響
を
得
て
い
ま
す
。
九
月
十
日
に
は
静
岡
県
庁
で
記
者
会
見
を

求
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
翌
十

一
日
付
の
中
日
新
聞
は
会
見
の
写
真
入
り
で

「原
発

震
災
」
に
備
え
た
防
災
訓
練
を
す
べ
き
で
あ
る
と
の
私
の
訴
え
を
大
き
く
報
じ
ま

し
た
。
こ
の
記
者
会
見
の
模
様
は
、
朝
日
、
静
岡
新
聞
な
ど
で
も
同
日
に
報
じ
ら

れ
、
タ
ブ
ー
破
り
の
成
果
は
あ
が

っ
て
い
ま
す
。

私
は
今
後
と
も
原
子
力

の
危
険
性
に
関
す
る

「恐
る
べ
き
沈
黙
と
無
関
心
」
を

揺
さ
ぶ
り
続
け
る
所
存
で
す
。

何
卒
、
日
本

の
た
め
、
未
来
の
世
代
の
た
め
、
そ
し
て
人
類
の
た
め
御
尽
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

(本
学
教
授
)

〈
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『
恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
」
巻
五
の
筆
者

宮

田

光

『
恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
の
成
立
と
思
わ
れ
る
中
世
王
朝

物
語
で
あ
る
。
伝
本
は
九
条
家
旧
蔵
本

(巻

一
～
巻
四
)
と
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

(巻
五
)
の
二
冊
の
み
で
あ
る
。

九
条
家
旧
蔵
本
は
、
金
子
武
雄
氏
に
よ
り
、
『我
身
に
た
ど
る
姫
君
』
と
共
に

国
文
学
研
究
資
料
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
冊
は
同
筆
、
同
体
裁
で
あ
る
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が
、
最
近
、
池
田
利
夫
氏
に
よ
り
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵

・
初
雁
文
庫
旧
蔵
の

　　
　

『
と

り

か

へ
ば

や
』

四
冊

も

同

筆

で
あ

る

こ
と

が

報

告

さ

れ

て

い

る
。

こ

の
他

に

も

同

筆

の
も

の
が

あ

り

そ

う

で
あ

る
が

、

今

の
と

こ

ろ
、

筆

者

は
不

明

で
あ

る
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

(桂
宮
本
)
は
改
装
本
で
あ
る
。
袋
綴
。
縦
三

一
・
八
セ

ン
チ
、
横
二
二

・
ニ
セ
ン
チ
。
原
本
の
裏
表
紙

一
丁

・
包
み
紙
二
丁

・
遊
紙

(?
)

一
丁
が
綴
じ
込
ん
で
あ
る
。
原
本
裏
表
紙
は
藍
色
雲
形
模
様
、
縦

=
二
・
ニ
セ
ン

チ
、
横

二
〇

・
八
セ
ン
チ
以
上
。
改
装
前
の
こ
の
本
の
保
存
の
状
況
は
甚
だ
乱
雑

で
あ
り
、
虫
損
の
位
置
を
調
べ
て
み
る
と
、
特
に
前
半
は
、
丁
の
順
序
は
乱
れ
、

各
丁
の
幅
も
揃
え
ず
、
上
下
逆
に
重
ね
た
丁
も
あ
る
ま
ま
包
ま
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
巻
五
の
錯
簡
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
解
決
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ

　
　

　

こ

で
は
触

れ

な

い
。

こ

こ

で

は
、

改

装

本

に
綴

じ

込

ま

れ

た

、
本

来

の
包

紙

か

ら

推

察

で
き

る

こ
と

に

つ
い

て
述

べ

て
お

く

。

　
　

　
　

「
モ
ト
ノ
包
紙

(智
仁
親
王
口
口
紙
反
古
)
」
と
注
記
さ
れ
た
奉
書
紙
は
二
枚

と
も
中
央

に
横

の
折
り
目
が
あ
り
、

一
枚
に
は

「大
聖
寺

コ
カ
ン
御
筆

双
子

キ
レ
ト
モ
ア
リ
」
と
書
か
れ

(図
1
)
、

一
枚
に
は

「
け
ふ
は
ま
た
春
の
う
ち

と
や

時
鳥
し
の
ひ
音
な
か
ら
」
と
詠
み
さ
し
た
和
歌
が
書

い
て
あ
る
。
桂
宮
本

　
ヨ

　

叢
書

の
解
説

に
よ
れ
ば
、
桂
宮
家
の
祖

で
あ
る
八
条
宮
智
仁
親
王

の
筆
跡
と
の
こ

と

で
あ
る
。
昨
夏
、
た
ま
た
ま
智
仁
親
王
筆
の
書
状
を
見
る
機
会
が
あ

っ
た
。
反

古
紙

の
筆
跡
と
よ
く
似
て
い
る
と
思

っ
た
。
桂
宮
本

で
も
あ
り
、

こ
の
文
字
が
智

仁
親
王

の
筆
跡

で
あ
る
可
能
性
は
高

い
。

,

民
聖
寺

多

、

聖

色
℃
『

翼

.卜

馴

こ
の
包
紙
に
記
さ
れ
て
い
る

「大
聖
寺
」
は
、
現
在
は
京
都
市
上
京
区
御
所
八

幡
町
に
あ
る
。
光
厳
天
皇
妃
の
無
相
定
円
禅
尼
を
開
基
と
す
る
臨
済
宗
の
尼
寺
で
、

正
親
町
天
皇
の
皇
女
の
入
室
に
あ
た
り
尼
寺
第

一
位
と
す
る
論
旨
の
下
さ
れ
た
門

跡
寺
と
い
う

(『平
安
通
志
』
に
よ
る
)
。
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
に
よ
れ
ば
、
こ

の
頃
、
後
柏
原
院

・
後
奈
良
院

・
陽
光
院
(誠
仁
親
王
)
・
後
陽
成
院
な
ど
、
歴
代

の
天
皇
の
皇
女
が
大
聖
寺
に
入
室
し
て
い
る
。
智
仁
親
王
は
、
正
親
町
天
皇
の
皇

子
の
誠
仁
親
王

(陽
光
院

・
贈
太
上
天
皇
)
の
皇
子
で
あ
り
、
大
聖
寺
と
の
間
に

親
し
い
交
流
が
あ

っ
た
可
能
性
は
高
い
。
巻
五
の
筆
者
で
あ
る

「
コ
カ
ン
」
の
筆

跡
を
知

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
コ
カ
ン
」
は
誰
だ
ろ
う
か
。
大
聖
寺
を
訪
れ
て
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、
第
六

世
古
鑑
光
院
宮
覚
鎮
尼
で
あ
ろ
う
と
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
「後
柏
原
院
皇

女

御
母
准
三
后
藤
子
鞭
修
寺
醐
左
大
姫

天
文
十
九
庚
戌
九
月
廿
六
日
莞
去
」
と

大
聖
寺
の
寺
録
に
あ
る
。

ふ

た

ご

ま
た
、
古
筆
切
の
資
料
に
は

「
双
子
切
」
は
見
当
た
ら
な
か

っ
た
。
「
双
子
キ

レ
ト
モ
ア
リ
」
は
、
「草
子
切
れ
ど
も
あ
り
」
と
読
む
の
で
あ
ろ
う
。
包
紙

に
智

仁
親
王
筆
で

「大
聖
寺

の
古
鑑
光
院
宮
覚
鎮
尼

の
御
筆

の
物
語
の
断
片
が
こ
の
中

に
入

っ
て
い
る
」
と
書
か
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
信
愚
性

の
高

い
内
容
で
あ
る
。

古
鑑
光
院
宮
覚
鎮
尼
の
莞
じ
た
天
文
十
九
年

(一α⊂月O)
か
ら
智
仁
親
王

(天
正
七

年
嵩
遷
～
嘉
永
六
年
δ
卜。⑩)
ま
で
は
そ
ん
な
に
離
れ
て
は
い
な
い
。

『恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』

の
巻
五
を
写
し
た
丁
寧
な
細
字
は
、
古
鑑
光
院
宮
覚

鎮
尼
と
推
定
し
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

最
後
に
、
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
か
ら
関
連
す
る
系
図
を
引
い
て
お
く
。
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ゆ
か
し
き
大
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五
の
筆
者



中
国
の
詩
の
翻
訳
に
つ
い
て

百
五

百
六

後柏原院暴

蘭

離

藻

鋸
蠕
喉

百
七正
親
町
院
-
陽
光
院

[諄
誠
仁
]

一 後
陽
成
院

母
新
上
東
門
院
。贈
左
大
臣
晴
秀
公
女
。

知
仁
親
王
[
一
品
。
式
部
卿
。
八
條
殿
。

寛
永
六
四
七
莞
。
母
同
。]

皇
女
[大
聖
寺
。
早
世
。十
二
歳
。

母
同
二
後
陽
成
一]

注
1
、
「祖
形
本

『
浜
松
中
納
言
物
語
』
の
写
し
手
は
誰

『
と
り
か

へ
ば
や
』

と

『恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』
と
」

(池
田
利
夫

・

『
鶴
見
大
学
紀
要
』
国
語
国

文
学
篇

・
38
巻
11
号

・
二
〇
〇

一
年
)

注
2
、
「恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
物
語
」

(小
木
喬

『鎌
倉
時
代
物
語
の
研
究
』
所
収

・

東
宝
童
旦
房

・
昭
和
36
年
11
月
)

「
『恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』
末
巻
」
(『物
語
文
学
論
考
』
所
収

・
教
育
出
版

セ
ン
タ
i

・
昭
和
46
年
10
月
)

「『恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』
考

付
、
桂
宮
本

の
欠
落
部
分
に

つ
い
て
」

(宮
田
光

・

『名
古
屋
平
安
文
学
会
報
』
6

・
昭
和
56
年
4
月
)

注
3
、
「恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
」
(『
桂
宮
本
叢
書
』
第
十
六
巻
)
・
養
徳
社

・
昭

和
35
年
2
月

(本
学
教
授
)

〈
余
滴
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>

中
国

の
詩

の
翻
訳
に

つ
い
て

漢
詩
和
訳

1

た
と
え
ば
白
楽
天
の
場
合

i

9

西

村

富
美
子

今
か
ら
二
十
五
年
ほ
ど
前
に
、
か
な
書
き
に
よ
る
白
楽
天
の
詩
の
訳
詩
集
が
、

武
部
利
男
氏

に
よ
り
六
興
出
版
か
ら
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り

(
一
九
八

一
年

一

月
)、
筆
者
は
そ
の
書
評
を

『
中
国
文
学
報
』

に
載
せ
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
こ
の

訳
詩
集
に
は

一
二
四
篇

の
詩
を
収
あ
る
が
、
武
部
氏
に
は
こ
れ
以
前
に
東
京
創
元

社
か
ら
出
さ
れ
た
訳
詩
集
が
あ
り

(
一
九
五
七
年
八
月
)
、
そ
れ
に
は
二
二
篇

の

詩
を
収
め
る

(仮
に
前
者
を
新
版
、
後
者
を
旧
版
と
呼
ぶ
)。
旧
版
所
収
の
詩
は

す
べ
て
新
版
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
詩

の
訳
は
、

一
、
二
篇
を
除

い
て

は
、
か

つ
て
雑
誌

『
V
I
K
I
N
G
』
に
連
載
さ
れ
た
も
の
を
再
編
し

一
冊
の
書

と
し
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
旧
版
を
出
し
た
と
き
、
同
人
た
ち
か
ら

「
タ
ケ

ベ
繹

ス
タ
イ
ル
」
ま
た

「
タ
ケ
ベ
サ
ク
」
と
評
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
二
十
年
ほ
ど

は

一
篇
の
訳
詩
も
発
表
し
て
い
な
い
。
も
と
も
と
は
、
原
詩
も
無
く
、
注
も
皆
無

に
近
い
、
こ
の
ひ
ら
が
な
繹
の
漢
詩
の
訳
詩
は
、
同
人
た
ち
の
間
で
か
な
り
物
議

を
醸
し
た
ら
し
い
。
旧
版
以
後
二
十
年
の
沈
黙
は
、
漢
詩
の
翻
訳
に
つ
い
て
の
再

思
考
の
時
期
で
あ

っ
た
よ
う
で
、
二
篇
ほ
ど
の
文
章
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、

漢
詩
の
翻
訳
に

つ
い
て
の
理
論
的
解
明
と
し
て
は
極
め
て
早
期
に
属
す
る
も
の
で

あ
る
。
訳
詩
再
開
後
も
、
訳
詩
の
方
法
は
依
然
と
し
て
変
わ
ら
ず
、
百
篇
ほ
ど
を

追
繹
し
、
新
版

『白
楽
天
詩
集
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

武
部
氏
の
著
書
の
書
評
を
し
た
の
は
、
当
時
か
ら
白
居
易
を
研
究
対
象
の

一
つ

と
し
て
い
た
か
ら
で
も
あ
る
が
、
ひ
ら
が
な
訳
と
い
う
漢
詩
の
翻
訳
方
法
に
非
常

一80一


